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各 分 担 研 究 者 にお い て， 計 画 さ れ た 研究 を 実施 し ， 以 下 の よう な 成果 を あ げ た ．  

 

断 層 破 砕 帯 の 研究 （ 藤本 ）  

 国 内 の 断 層 とし て ，長 野 県 大 鹿 村 周辺 の 中央 構 造 線 を 調 査し た ほか ， 兵 庫 県 の 野島 断 層の 破

砕 帯 の 解 析 を 行っ た ．野 島 断 層 に お いて は 粒度 分 布 の 特 徴 を示 す フラ ク タ ル 次 元 の広 範 囲な 連

続 解 析 を 行 い ，断 層 破砕 帯 が 周 囲 に 比べ て フラ ク タ ル 次 元 が高 く なる こ と ， フ ラ クタ ル 次元 と

破 壊 エ ネ ル ギ ーに 正 の相 関 が 見 ら れ るこ と など が わ か っ た ．  

 

二 酸 化 炭 素 吸 着メ カ ニズ ム の 研 究 （ 佐藤 ）  

地 球 温 暖 化 に 伴い ， 二酸 化 炭 素 （ CO2）の 分 離・ 回 収 ・ 貯 留 技術 は 不可 欠 な も の に なっ て きた 。

エ ネ ル ギ ー 消 費な く CO2 を 分 離 ・ 回 収 ・ 貯 留する 最 適 な 方 法 は物 理 吸着 で あ る が ， 電気 四 重極

子 を 有 す る CO2 は 原 理的 に 吸 着 さ れ 得な い 。本 研 究 で は ， サポ ナ イト 鉱 物 に つ い て， 従 来考 慮

さ れ て こ な か った ナ ノス ケ ー ル の 空 間（ ナ ノ空 間 ） に 着 目 し， CO2 物理 吸 着 が 実 現 する 条 件を

探 索 し た 。 ポ ジト ロ ニウ ム 分 光 実 験 を CO2 吸着 実 験 と 平 行 して 遂 行し ， ナ ノ 空 間 壁面 に CO2 分

子 短 軸 方 向 サ イズ と 類似 し た 局 所 サ イト が 存在 す る 場 合 ， 物理 吸 着が 起 こ り え る こと を 見出 し

た 。  

 

人 間 活 動 が 大 気環 境 へ与 え る 影 響 の 調査 （ 中野 ）  
人 間 活 動 に よ り大 気 に放 出 さ れ た 化 学物 質 が大 気 環 境 に 与 える 影 響あ た え る こ と 教材 開 発に

お い て 大 気 化 学的 な 基礎 的 知 見 を 得 るこ と 必要 で あ る 。 本 研研 究 では 窒 素 酸 化 物 とフ ェ ノー ル

と い う 共 に 自 動車 ・ 工場 の 排 気 ガ ス など か ら放 出 さ れ る 化 合物 に つい て 、 そ の 反 応速 度 定数 の

決 定 や そ の 反 応機 構 など の 検 証 を 行 い、 光 化学 ス モ ッ グ や PM2.5 の生 成 に ど の よ うに 関 わっ て

い る か を 調 べ た。 得 られ た 結 果 を 用 いる こ とに よ り 、 窒 素 酸化 物 とフ ェ ノ ー ル が 大気 汚 染に 与

え る 影 響 を よ り精 度 よく 見 積 も る こ とが 可 能と な っ た 。  

 

都 市 の 生 態 系 と保 全 （堂 囿 ）  

 都 市 部 は 人 間活 動 によ り 自 然 環 境 が破 壊 され 生 物 間 相 互 作用 が 機能 し て い な い と考 え られ

る 。 都 市 の 人 工地 と 緑地 面 積 が 植 物 と花 粉 運搬 昆 虫 の 生 物 間相 互 作用 に 与 え る 影 響に つ いて ，

調 査 を 行 っ た 。ツ ユ クサ （ ツ ユ ク サ 科） を 対象 に 都 市 部 か ら山 間 部に か け て 、 訪 花昆 虫 種を 調

査 し た と こ ろ 、都 市 部の 人 工 地 面 積 が高 い とこ ろ で は 訪 花 昆虫 種 の多 様 性 が 低 く 、山 間 部で は

高 か っ た 。 し かし 、 都市 部 に お い て も緑 地 面積 の 大 き い 公 園で は 、訪 花 昆 虫 種 の 多様 性 が高 い

こ と が 明 ら か とな っ た。 ま た カ タ バ ミ（ カ タバ ミ 科 ） は 都 市部 に おい て 外 来 種 と 雑種 を 形成 し

て い る こ と が 示唆 さ れた 。  

 

陸 上 生 態 系 の 時間 的 変遷 （ 松 川 ）  
 陸 上 生 態 系 を食 物 網と エ ネ ル ギ ー 流で モ デル 化 す る と 複 数の 生 態系 を 比 較 す る こと が でき

る ． こ の 手 法 を用 い て， 約 100 万 年 か ら 現 在 に 至 る 日 本 の 陸上 生 態系 を 比 較 し ， その 時 間的 変

遷 と 変 化 要 因 を考 察 する ． そ の 基 礎 とし て ， 130 万 ほ ど 前 の 長 野 県 の湖 の 生 態 系 を 復元 し た．  



研究成果発表方法 
[発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る 。 ] 

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  
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